
    

全

国

の
多

く
の
市

町

村

と

同

じ
よ

う

に
、
東

播

磨

地

方

で
の
大

合

併

構

想

も

繰

り
返

し
繰

り
返

し
湧

き

上

が

り
ま
し
た
。 

最

初

の
「
大

播

磨

市

」
構

想

が
荒

井

村

の
不

参

加

で
白

紙

に
戻

っ
た
後

も

、
「
加

古

川

、
高

砂

両

町

で
は
依

然

と

し
て
合

併

の
熱

意

を

捨

て
ず

加

古

川

、
高

砂

、
別

府

、
米

田

、
東

神

吉

、
尾

上

、
野

口

七

ヶ
町

村

合

併

に

出

直

さ

ん
と
す

る
意

嚮

」
（
『
山

陽

新

聞

』
昭

和

二

一

年

五

月

一

五

日

）
と
、

報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昭

和

二

二

年

四

月

、
最

初

の
公

選

首

長

が
全

国

で
誕

生

し
ま

し
た
。

高

砂

町

で
は
、
善

立

寺

住

職

の
豊

岡

至

道

が

保

守

派

の
町

会

議

長

ら

を

退

け

て
当

選

し

ま

す

。
新

町

長

は
、

六

・
三

制

の
た

め
の
学

校

整

備

、
高

砂

町

警

察

（
自

治

体

警

察

）
や

町

立

診

療

所

の
開

設

な
ど
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
す

が
、
こ
う

し
た
戦

後

の
新

事

業

に
耐

え
ら
れ
る
財

政

基

盤

を
確

立

す

る
上

で
、
や

は
り
合

併

は
、
新

町

長

に
も
避

け
て
通

れ
な
い
課

題

に
な
り
ま

し
た
。 

昭

和

二

三

年

二

月

の
定

例

町

会 

    で
、
高

砂

・
加

古

川

両

町

を

含

む

七

ヶ
町

村

合

併

案

は
、
一

部

議

員

退

場

後

の
採

決

で
、
か
ろ
う

じ
て
可

決

さ

れ

ま

す

（
『
高

砂

市

史

・
高

砂

町

史

誌

』
昭

和

五

五

年

）
。
と

こ
ろ
が
、
各

町

村

の
思

惑

は
す

れ

違

い
、
「
播

磨

市

」
構

想

は
な
か
な
か
具

体

化

し
ま
せ

ん
で
し
た
。
豊

岡

町

長

の
方

は
、
同

年

四

月

に
辞

職

し
て
し
ま
い
ま
す
。 

神

戸

の
特

別

市

断

行

、
姫

路

へ
の

県

庁

移

転

構

想

と
関

連

し
て
、
両

市

間

の
一

五

ヶ
町

村

に
よ
る
「
加

印

緑

地

都

市

」
計

画

も

県

に
提

出

さ

れ

て

い
た
こ
ろ
の
話

で
す

（
『
神

戸

新

聞

・
東

播

版

』
昭

和

二

二

年

六

月

六

日

）
。 

（

高

砂

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員

 
 

大

森

 

実

） 

 

 

最 初 の 公 選 高 砂 町 長

豊 岡 至 道  

た 
 

か 
 

さ 
 

ご 
 

史 
 

話 
 

⑰ 

～

戦

後

の

大

合

併

構

想

（

２

）

～ 


